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第 3 章では、 Internet Protocol version 6 (lPv6) ネットワークにおける既存のモピリティ制御手法について調査
し、主要な手法の 1 つである階層化モパイル IPv6 を広域ネットワークに適用する場合の問題点を明らかにした。ま
た、移動速度に応じて移動端末 (Mobile Terminal : MT) の移動特性を分類し、それらに応じたルータを用いて各
MT のモピリティを制御する手法を提案した。本手法の利用により、各 MT が行う通信の品質劣化を招くことなくモ
ビリティ制御負荷を分散化できる。
第 4 章では、第 3 章で提案したモビリティ制御負荷分散手法において、各 MT の移動特性を分類するための移動速
度が取得困難である場合への対応として、各 MT の移動速度を推定する手法を提案した。本手法では、以前のアクセ















(3) Internet Protocol version 6 (IPv6) ネットワークにおける既存のモビリティ制御手法の分析に基づき、主要
な手法の 1 つである階層化モバイル IPv6 を広域ネットワークに適用する場合の問題点を明らかにするとともに、移
動端末 (MobileTerminal : MT) の移動特性を移動速度に応じて分類することにより、その分類に応じたルータを用
いて各 MT のモビリティを制御する手法を提案している。本手法により、各 MT が行う通信の品質劣化を招くことな
くモビリティ制御負荷を分散化できることを明らかにしている。
(4) 前項のモピリティ制御負荷分散手法において、各 MT の移動特性を分類するために必要となる移動速度の取得
に関して、直前のアクセスルータにおける各 MT の滞在時間に基づき移動速度を推定する手法を提案し、各 MT の移
動速度が取得困難な場合においても、前項のモピリティ制御負荷分散手法の有効性を明らかにしている。
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